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Urban air pollution monitoring using differential optical absorption spectroscopy 

(DOAS) and relationship with meteorological conditions 
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差分吸収分光法 (DOAS: Differential Optical Absorption Spectroscopy) は光の消散を利用した簡便

な大気中微量成分の測定法 (Fig. 1) であり、都市大気中においてはその主要な汚染要因である二

酸化窒素 (NO2) とエアロゾルの濃度を同時測定 (Fig. 2) することができる。1)
 今回、千葉市内に

おいて 2つの光路でキセノンフラッシュランプを光源とした DOAS 観測 (Fig. 3) を行い、また、

複数の地上サンプリング計測によるデータとの比較も交えて局所的な排出源の影響及びその輸送

について調査した。 

 

 

  採用した光路は千葉大学西千葉キャンパスから北方向と、千葉市立寒川小学校から南東方向の

２つであり、特に後者は西に工業地帯があるため、風向きによりその影響を受けやすいと考えら

れる。観測の結果、寒川小学校側の光路では西風の時徐々に NO2濃度が上昇し、東風に変わると

同時に急激に NO2濃度が低下する傾向 (Fig. 4) が高頻度で見られ、局所的な排出源の影響、また

風向きの重要性について確認できる。風向きの他、湿度など他の気象条件とエアロゾル、NO2 濃

度の関連性についても議論していく。 

1) K. Kuriyama, et al., J Quant. Spectrosc. Radiat. Transf. 112(2), pp.277-284 (2011). 
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